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ポーランド・ワルシャワに来て、早くも 3ヶ月が経過しました。試験期間を経て冬学期が終わ

り、夏学期までの暫しの休み期間がありました。折角なので、以前から訪れてみたいと強く願っ

ていた、ポーランド南部オシフィエンチム(Oświęcim)にあるアウシュヴィッツ＝ビルケナウ強制

収容所に行ってきました。首都ワルシャワからは遠く離れ、広大でひっそりとした地に強制収容

所が置かれていました。きっとジェノサイドを行うにはちょうどいい場所だったのでしょう。こ

こでどのようなことが行われていたのかは知っていましたが、絞首邢台や銃殺刑が行われた「死

の壁」、そして大量殺害のためのガス室を目の当たりにしたときには、あまりのショックと悲しみ

で言葉を失ってしまいました。「ポーランド音楽史 Dzieje muzyki polskiej」の著者である田村

進氏によると、強制収容所にも音楽活動があったそうです。まず一つ目は、ナチ・ドイツによっ

て強制的に組織されたオーケストラや合唱団です。この施設に送られた人々は、労働か処刑を選

別されていましたが、その死や拷問の際に、ナチ親衛隊により組織された音楽隊は、楽しげな音

楽を演奏するよう命じれていました。本来音楽とは、人の心に寄り添い、希望や勇気を与えるも

のであると思っています。収容者の死の間際に奏でられた音楽が、彼らへの心理的な拷問となっ

ていたことは想像に難しくないでしょう。 

 一方で、彼らの生きる希望となった非公式の音楽活動も多くされていました。収容者たちは、

監視の目を逃れながら、合唱団を自ら作っていたと言われています。きっとこれらの活動によ

り、犠牲者同士が団結し、ナチスへの抵抗を微力ながら行なっていたのでしょう。「死へと向かう

音楽」、「生きるための音楽」、この絶望と希望の二つの音楽が強制収容所内に存在していた事実

は、音楽家として私の心に大きく突き刺さりました。全ての施設を見学し、夕日が収容所を赤く

染めたとき、私は犠牲者を想わずにはいられませんでした。数十年前、この地で私と同じ明るい

光を見て、彼らはどう感じたのでしょうか。彼らにとっては決して綺麗なものではなく、「自分の

命が明日は存在するのか」という絶望が殆どを占めていたのでしょう。 

 悲しい歴史を繰り返さないために、目を背けずに過去を学んでいく必要があります。人間に

は、動物には与えられことのなかった言語能力があり、決して武力や脅威で他者を支配してはい

けません。「負の遺産」と呼ばれるアウシュヴィッツ＝ビルケナウ強制収容所に敷かれた線路を歩

きながら、生死・戦争・平和・人生について思いを巡らせる日となりました。 

 (参考文献：「ポーランド音楽史 Dzieje muzyki polskiej」田村進著、雄山閣出版株式会社 昭

和 55 年 9月) 

 2 月には、とても悲しく大きな出来事がありました。今まで当たり前のように平和を灯していた

光が、あっという間に消えてなくなってしまいました。2月 24 日、ポーランドの隣国であるウク

ライナにロシアが軍事侵攻をしてきました。2月初頭から緊張状態が続いていましたが、まさかこ

のような事態になるとは夢にも思いませんでいた。ロケット弾やミサイル攻撃による多くの犠牲

者、原子力発電所への攻撃等、凄惨な仕打ちがウクライナを現在も苦しめています。プーチン氏

が行なっていることは、かつてのヒトラーが与えた悲劇と同じであり、決して許されるものでは

ありません。国境とは不思議なもので、そう遠くはない隣国で戦火となっていても、幸いなこと

に私の生活や研究環境には変わりはありません。しかし、ウクライナ出身のアンサンブルのパー

トナーがおり、彼女の家族や故郷を想い心を痛める毎日です。ポーランド国内では、ウクライナ



からの難民支援として、居住や就労許可、補助金や教育・医療の提供を行なっているようです。

そして、ワルシャワの街全体がウクライナカラーとなり、彼らを応援するメッセージや、ロシア

の侵攻を反対するデモ、ウクライナを支援するためのチャリティーコンサートの実施等、ポーラ

ンドの国全体で彼らを支えていこうとしている姿が感じられます。ポーランドにはもともとウク

ライナからの移民が多く、大抵の人がウクライナ人の友人がいるような状況だからでしょう。 

 間近でこの戦争を見ていて、一外国人として彼らに何かできることはないか模索中ですが、ま

ずはこの状況を発信していくことだと思っています。決して、日本から遠く離れた東ヨーロッパ

にて、何やら起こっている出来事ではないのだと知っていただきたいです。 

  さて、自身の大学院での学習状況ですが、今月は室内楽(※少人数の独奏楽器や声楽による合

奏音楽)の歌曲の試験がありました。今月は、この室内楽のレッスンで学んだことを 3つ特筆して

いきたいと思います。 

 ポーランド人の声楽科のパートナーと 4つの歌曲で試験に臨みました。ロマン派から近代の音

楽まで、詩はそれぞれロシア語・ポーランド語、英語で書かれています。室内楽は、ヴァイオリ

ンやフルートなど、様々な編成で行われていますが、その中でも歌手と演奏するのが難しいと思

っています。日本人の私にとって何が困難かと述べると、日本語の歌と違い、外国の歌は発音す

る単語の音節数が多いことだと思います。特にポーランド語は、世界有数の難しい言語と知られ

ています。私は 5年ほどポーランド語も勉強していますが、一単語の音節数が難解且つ多すぎる

ため、自分の演奏する音とパートナーの発する歌詞に僅かなズレが生じ、レッスンの全体で特に

先生から指摘されていました。よって、①ロシア語・ポーランド語・英語の歌詞をそれぞれ読む

練習をする、②自分で歌いながらピアノを弾きタイミングを掴む、という練習を日々行なってい

ました。まだまだこの課題は残るものの、少し聴く耳が育ったのではないか、と感じています。 

 二つ目は、「パートナーが歌っているカラーに合わせること」ということです。良い室内楽奏者

になるためには、「相手の意図を汲み取り、音の色を同じにする」という力を身につけなければな

らないようです。一般的に考えると勿論音に色はありませんが、それは、「相手はどんな色を想像

して演奏しているのだろうか？」、「この場面は何について歌われているのだろうか？」と考え、

その上でアーティキュレーション(※音に様々な強弱や表情をつけること)を話し合ったり、相手

の演奏から感じ取り、相手と調和したり、意図していることに手助けができることだと学びまし

た。 

 三つ目は、「自分をアーティストだと自負すること」です。日本では、「練習や長い期間の鍛錬

をした先がピアニスト」と考えられていますが、こちらでは違います。私たちは最初から芸術家

で、レッスンの最中には「I’m an artist, and you’re also an artist.」と教授によく言われ

ています。つまり、①学生としてただレッスンを受けに来るのではなく、芸術家として音楽と向

き合うこと。②私が感じたことではなく、あなたが内側に持っている音楽を表現する責任がある

こと。③あなたは穏やかでシャイな性格だけど、芸術家のあなたはそれを音楽を表現する場には

持ち込まないこと。④演奏するということは、言葉を話すことである。先生はこの 4つを教えて

くださいましたが、私が今後音楽をやっていく上でとても大事なことだと学びました。 

 来月 4月には、国内のピアノコンクールに参加予定です。世界中で混乱や不穏な日々が続いて

おりますが、自身の安全を第一に研究を続けていきたいと思います。引き続き温かいご声援をお

願い致します。 

 

 



 

 


